
2018 年度事業報告書 

2018 年 1 月 1 日～2018 年 12 月 31 日 

１ 事業の成果 

2018 年度は、シマフクロウをはじめとした生物多様性保全と持続可能な地域社会の両立に向けて、一次産業や教育に重点を置いた取組みを推進しました。

その中で地域の関係機関へ環境保全の取り組みについてヒアリング行い数団体と合意を得ました。重要環境の保全買取の提案を行いましたが進展はありま

せんでした。給餌のモニタリング調査は親子におけるデータを蓄積し番いのみの年との比較が出来ました。普及啓発事業では、出前授業実施校が増加し小

中高校で実施することが出来、次年度に向け町内全学校に出前授業の実施提案を行いました。また初の試みとして、国内外の賛同アートティスと地域の環

境ＮＰＯ3 団体、町、町教育委員会、金融機関と協働で「シマフクロウと環境」をテーマにアートイベントを開催し大人や子どもが参加し、地域の豊かさや

シマフクロウが住める森の豊かさを可視化しました。そのほか、SDGs(持続可能な発展のための開発)に関係するワークショップへの協力や ESD(持続可能

な教育)関係者を招いての講演会開催、SNS によるチャリティイベントを通じ、課題を広く多様な分野の人々と共有することが出来ました。その他上記に付

随する事業として今後の事業拡充の準備として組織基盤の改善にプロボノと協業し、今後の会員増など各課題への施策案を打ち出し、予定していた頒布品

企画頒布事業も同様に議題に盛り込み事業実施は見送りました。 

保護保全事業と普及啓発事業の両面から、希少種との共生に向けた生物多様性保全の促進や地域自然循環の構築に繋がる取り組みを推進しました。 
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事業の実施に関する事項 

(１) 特定非営利活動に係る事業 

定款の 

事業名 

事業内容 実施場所 

実施月日 

従

事

者

数 

受益対象者の範

囲及び人数 

事業の

金額 

保護・保全 事業 

ｼﾏﾌｸﾛｳの 

保護・保全

活 動 及 び

支 援 す る

事業 

 

 

 

 

１調査(継続取組) 

(1)給餌のモニタリング調査：24時間動画記録方法で野

生化におけるシマフクロウの給餌の利用状況実態調査

を継続実施し、今年は親子のデータを蓄積しました。

番いのみの昨年のデータと比較し、幼鳥・成鳥の捕食

量や体重変化を分析し、季節による給餌池以外での捕

釧路管内 

1 か所 

通年 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

釧路管内に生息

する親子 3羽。 

 

 

 

 

1277 
FOA 



 食等について考察しました。 

(2)繁殖確認調査：今年の繁殖有無の確認調査を実施し、

3 か所中 1 つがいの繁殖成功を確認しました。環境省の

バンディング調査に協力し成果を還元しました。 

 

 

(3)生息確認調査：釧路管内で昭和 40 年代初頭の農地改

革開始当時、シマフクロウの生息情報があり近年河川周辺で住民による目撃情報が得られ

たエリアにおいて、昨年調査終了後引き続き 2河川で鳴き声及び踏査による生息確認調査

を実施し、4 月初旬に 1 か所でシマフクロウの鳴き声を 1 回確認しました。その他の希少

種としてオオワシ、タンチョウ（いずれも環境省レッドリスト絶滅危惧 II 類(VU)）が記

録され、希少種ではないがシマフクロウの近縁種にあたるフクロウも記録されました。 

 

釧路管内 

7 か所 

3/26～5/7 のう

ち 3日、11 月 

 

釧路管内 

1 か所 

3/11-11/31 

計 14 日 

 

1 

 

 

 

 

2 

 

釧路管内に生息

するペア 3組。 

 

 

 

 

釧路管内の単独

個体。 

〃 ２補助給餌(継続取組) 

繁殖を補助する給餌を継続実施し計 250kg の活魚をお

さかな寄付で購入し専用給餌池に放流しました。12 月

からは魚を補食するワシ対策としてフロートを浮かべ

毎日日の出日没時の設置作業を実施し継続中です。 

法人設立の 2008 年から 2018 年 12 月までの給餌量は

計 81回 2410kg となり、巣立ったヒナは 10 数羽になり

ました。 

釧路管内 

1 か所 

1 月～12 月 

計 7 回 

2 釧路管内に生息

する親子 3羽。 
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〃 ３生息環境の保全 

(1)植林地メンテナンス(継続取組)：将来の生息環境保

全に向けた植林地メンテナンスを継続実施しました。

2013 年に植えた苗木は 180 ㎝以上に成長しました。7

月には中学生ボランティア等と 7 月の草刈りを実施し

ました。 

 

 

釧路管内 

1 箇所 

5 月、7月、11 月 

 

 

 

 

6 

 

 

2 

 

 

 

釧路管内に生息

する本種及び多

様生物。 

関係地域全生態 
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(2)重要環境の保全(新規取組)：地域の環境ＮＰＯ法人に山林保全買取の要望を提案しま

したが進展はありませんでした。 

(3)環境保全活動実態調査(継続事業)：釧路管内浜中町の 2 漁協、農協、環境ＮＰＯ，町な

ど 6団体に、長年自団体等で取り組んでこられた環境保全の取組みについて、実態を把握

するヒアリングを実施しました。これまでの成果や課題、SDGs など現在の社会課題を踏ま

え、生物多様性保全と一次産業の持続的な資源保護に繋がる取組みについて各団体ごと提

案を行いました。 

 

浜中町 

5 月 

 

浜中町 

5 月、6月、11 月 

2 

 

 

2 

 

北海道浜中町 

 

 

北海道浜中町 

 

普及・啓発事業 

ｼ ﾏ ﾌ ｸ ﾛ ｳを

通 じ た 環

境 教 育 事

業 

(1)出前授業(継続取組)：生態系の頂点のシマフクロウを指標とした身近な生きものの繋

がりを学ぶ出前授業「シマフクロウ学習」を浜中町の小中高校で計 7回実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

(2)講演ワークショップ(新規取組)：12月、認定 NPO 法

人アサザ基金代表飯島様を講師に招き「地域の課題を

価値に転換していく価値創造型事業ｱｻｻﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの取

組 ～地域が発する問いに応える学習 ESD 展開事例」

を開催し 23 人が参加しました。後半、地域の環境４テ

ーマでありがとうの繋がりを考えるワークショップを

参加者全員で行い、地域の課題や価値の結びつきを可

視化しました。11/21 に開催された SDGs 浜中ワークショップで出た価値や課題を ESD(持

続可能な発展のための教育)の視点で事業展開している事例を共有しました。 

釧路管内 

浜中町 

6 月、8月、9月 

11 月 

 

 

 

 

 

 

12/1 

13 浜中町の小中高

校生 100 人、関係

者 5人。 

 

 

 

 

 

 

 

釧路管内浜中町

び近隣住民 

計 23人。 

290 

FOA FOA 

FOA 



ｼﾏﾌｸﾛｳの保

護・保全を

支援する人

材育成事業 

(1)講演講師：釧路市生涯学習センターより依頼を受

け、釧路市民大学講座にて「見て知ってシマフクロウ。

日常のくらしと保護活動」を講座受講者に講演しまし

た。 

 

7/31 

 

2 北海道釧路市市

民 50人。 

10 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、

各 種 印 刷

物 等 に よ

る PR に係

る事業 

(継続取組) 

(1)ホームページ、SNS による PR:当活動広報、寄付・サポーター募集、古本募金ハピぼん

等各企業の CSR 活動との共同、ウェブサイトの一部改修を行いました。SNS で 1 週間限定

開催のチャリティイベント(主催 JAMMIN 合資会社)は約 400 人が参加し期間中オルタナ s

や yahoo ニュースで当活動が紹介されました。 

 

(2)スライドトークの開催：4月、モンベル渋谷店サロ

ンにて「シマフクロウ動画上映・活動報告会」を開催

し主に都市民が参加しました。 

11 月、霧多布湿原センター会議室にて、「シマフクロウ

動画上映、アートプロジェクト海外アーティストによ

る母国の自然紹介」を開催し浜中町及び近隣町民が参

加しました。 

 

(3)イベントへの参加：9月、WhyNotClub…様主催の「第

五回シマフクロウ・エイドチャリティイベント」にて

ゲスト参加し、シマフクロウ等希少野生生物へのルー

ル・マナーを紹介。ライブ、ランチを通じで参加者と交

流を深めました。 

10 月、THE HARVEST2018 道東収穫祭-秋を祝う食と音楽と環境の祭典―が開催され、トー

クセッション「おいしいものはどうやってできているの」に登壇しました。 

 

主に北海道 

浜中町、通年 

 

 

 

東京都、4/3 

北海道浜中町 

11/11 

 

 

 

 

北海道釧路市鶴

居村、9/2 

 

 

 

北海道釧路市

「釧路ﾌｨｯｼｬ‐ﾏ

ﾝｽﾞﾜｰﾌ MOO EGG」

10/28 

 

3 

 

 

 

 

4 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本国内約 3 万

人、他海外多数 

 

 

 

東京近郊住民 32

人。 

浜中町民及びア

ートプロジェク

ト参加者 10 人。 

 

 

釧路管内等の住

民約 70 人。 
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(4) 各種印刷物の制作・配布：団体パンフレットをリニ

ューアルし、既存及び新規店舗等に配架しました。 

また、大阪府のきしわだ自然資料館より依頼を受け「特

別展・なるほど！巣ワールド」開催期間中、シマフクロ

ウの巣の展示コーナーで当パンフレットを配架いただ

きました。 

 

(5)メディア等による PR：以下より取材を受け当活動が紹介されました。 

釧路新聞、北海道新聞、釧路生活情報誌・月間 fit「しあわせのかたち」、北海道シマフク

ロウの会会報 47 号、日本野鳥の会札幌支部会誌・リレーエッセイ、オルタナ s、yahoo ニ

ュース 

北海道内、国内

主要都市、3月 

大阪府 10 月～

翌 1月 

 

 

 

4 月、5月、9月、

10 月、11月 

12 月、計 9回 

5 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

北海道、国内主要

都市民約 3000 人

以上。 

 

 

 

 

北海道、国内の関

心者多数。 

その他、上

記 各 号 に

付 随 す る

事業 

(新規取組) 

(1)組織基盤整備：みんなのさいわいのプロボノチームと

「協業プロジェクト」―事業拡充のための準備としての環

境づくり－を実施し、現地及び都市部で関係者へのヒアリ

ングや各種調査等を行い施策案を打ち出しました。 

 

(2)アートによる普及啓発：シマフクロウと環境について考える「根釧を描く-アートでシ

マフクロウ応援プロジェクト」を、国内外の賛同アーティスト 5 名、地域の環境ＮＰＯ3

団体，浜中町、大地みらい基金と協働で初開催しました。期間中、「日々更新スケッチ展」

「野外スケッチ教室」の開催、中学生美術部を対象とした「水彩画の描き方」、小学生低学

年とアーティストとの共同制作「アーティストと描こう」

では「シマフクロウが住める森をつくろう―森・湿原・

里・海のいきものたち」を大きな布に表現し、作品を町

文化センターホールで長期展示中です。地域住民や来訪

者にこの地域の価値を可視化する機会を創出しました。 

 

北海道浜中町、

神奈川県 

7 月～12 月 

 

 

北海道浜中町 

及び近隣市町 

11/5～11/12 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

当団体及びヒア

リング実施関係

者約 20 人。 

 

 

 

北海道浜中町及

び北海道民約 90

人がスケッチ展

に来場。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

に 55 人参加。 

浜中町立茶内小

学校 2年生、浜中

町立茶内中が追

う美術部 

 

 

 

 

 

 

 

※広報

事業費

に含ま

れます 



(3)取材対応：東京都内の中学生からシマフクロウの保護

活動について取材を 2件受けました。1件は現地まで訪問

し代表インタビュー、当保全活動の植林地草刈りにボラン

ティアで参加しました。 

 

 (4)SDGs 浜中ワークショップ：11 月、道東 SDG 推進協議

会主催で SDGｓ浜中ワークショップが開催され、当団体等

がホストを務め、地元の一次産業、教育、環境、食、まち

づくり等に関わる関係機関や団体、個人へ、参加の意義を

伝えるなど広報を担いました。 

グループワークでは、この地域ならではの価値や課題が多

角的に浮上し地域の多様な主体と共有することが出来ま

した。 

北海道浜中町 

7 月、9月 

 

 

 

 

北海道浜中町 

11/21 

5 

 

 

 

 

 

3 

 

取材を受けた東

京都内の中学校 2

校。 

 

 

 

SDGs 浜中ワーク

ショップ参加者

41 人、及び浜中町 

 

(２)その他の事業   なし                             

以上 


